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平和について考えよう

　被爆 75 年の節目を迎える今年の平和祈念式典。第１回目の平和祈念式典にあたる文化祭を開
催したのは、被爆から３年後の 1948（昭和 23）年です。その式典で、アメリカ人であるビクター・
デルノア氏は、占領軍の人としては異例のメッセージを残しました。
　そのメッセージと彼が残した功績を紹介します。

　デルノア氏は、終戦後の 1946（昭和 21）年 9 月に 32 歳で
占領軍長崎軍政部の司令官として着任しました。着任翌月に原
爆犠牲者の慰霊法要を見学したデルノア氏は、1 万人もの身元
不明の遺骨や嘆き悲しむ遺族の姿に衝撃を受けました。こうし
た中で、占領軍の軍政部のリーダーでありながらも、戦争に反
対する考えを持ち、被爆した少女、石田雅子さんの手記の出版
許可を上層部に繰り返し要請しました。また、1948 （昭和 23）
年の第 1 回の平和祈念式典にあたる文化祭で「戦争は人類を破
滅に導く無用の長物である。二度とこのようなできごとが起
こってはならない」という、占領軍の人としては異例のメッセー
ジを残しました。
　式典ではデルノア氏のほか、連合国軍最高司令官マッカー
サー元帥のメッセージの伝達や、市民を代表して、市議会副議
長による平和宣言も行われました。
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自席に着くデルノア氏　1948 年

【特集】　第１回目の平和祈念式典のことを知ろう

　長崎平和宣言は、8 月 9 日の「ながさき平和の日」の長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典で市長
が読みあげるものです。この冊子は、長崎平和宣言を皆さんにより深く理解していただき、戦争
のない世界をつくるためにはどうしたらよいか、家庭や学校などで話し合っていただくために作
りました。

　1945 年（昭和 20 年）８月６日午前８時 15 分、広島に人類史上初めての原子爆弾が投下されました。そ
の３日後の８月９日午前 11時２分、長崎の上空で２発目の原子爆弾がさく裂しました。
　この爆弾は、広島に投下されたウラン 235 を原料としたものと異なり、プルトニウム 239 を原料にした、
より強力な原子爆弾でした。
　爆発により、巨大な火の球が現れ、「太陽が落ちた！」と思うほどでした。火の球は太陽の 100倍もの明る
さで、中心部分は数百万度であったと推定されています。また、強烈な熱線、猛烈な爆風、ぼう大な放射線
を放出し、爆心地を中心とした広範囲を一瞬のうちに襲いました。
　熱線は、爆心地で 3,000 ～ 4,000 度の高熱で、爆心地から 3.5 キロメートル以内にある建物や樹木を黒
こげにし、人間に火傷を負わせました。その後発生した火災は、全市の３分の１を焼き尽くしました。
　爆風（衝撃波）は、１キロメートル離れた所で秒速 160 メートルに達し、分厚い鉄筋コンクリート造   
りの建物以外はすべて壊しました。爆心地から２キロメートル離れた所でも巨大な台風なみの秒速 60

　長崎の平和と再建のために尽力したデルノア氏は、1949（昭和 24）年 4 月、34 歳のときに長
崎を離任しました。
　当時、別れを惜しむ市民によっ
て、デルノア氏が通勤に使用して
いた長崎市愛宕町の通りの一部が
「デルノア通り」と名付けられました。
　また、離任時に関係者から贈ら
れた感謝状や、離任後にやり取り
した手紙も数多くあり、デルノア
氏が市民に心から慕われていたこ
と、そしてデルノア氏が長崎の人々
を大切に思っていたことがうかが
われます。
　長崎市では、被爆 70 年に先駆け
て 2014（平成 26）年に、デルノ
ア氏の功績を改めて顕彰するため
に、「デルノア通り」の看板を復活
しました。その除幕式には、長崎
生まれの長女パトリシアさんも出
席し「長崎市民を尊敬していた父
も喜んでいる」と語りました。
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長崎を離任するデルノア氏への寄せ
書きの一部 1949 年
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アメリカから送られた食糧、衣料
などの支援物資のお礼に、孤児た
ちがデルノア氏を訪問しました。

2014 年に復刻した看板の除幕式
（長崎市愛宕 4丁目）

メリーランド大学  ゴードンW.プランゲ文庫所蔵

デルノア通りの看板を見るデルノア氏
とキャサリン夫人1949 年 3月25日

　世界各地の紛争や難民、飢餓、貧困、さらに人権問題や地球環境のことなど、身の周りのさま
ざまなことがらを通して平和について考えてみましょう。
　そして、長崎・広島で起きた悲しい出来事が決して忘れられることがないように、皆さん一人
ひとりが発信者となり、「平和を創る人」へと成長されることを願います。

メートルの強い風でした。このため爆心地帯となった浦上地域の学校、病院、工場は壊れ、そこに働い
ていた多くの職員や生徒、動員されていた学生が亡くなりました。
　放射線は、人の身体に入り、いろいろな細胞を壊します。傷つけられた程度は身体に受けた放射線の
量によって異なりますが、見た目は無傷であっても放射線を受けたために亡くなられた人たちがたくさ
んいます。また、生きのびた人でも時がたつにつれて様々な病気（白内障・白血病・ガンなど）の症状が現れ、
今も後障害に苦しみ続けています。
　このように、原子爆弾は、多くの人たちの生命を奪い、家族を失わせ、まちを破壊し尽くしただけでなく、
生き残った人の心と体に、深い傷を刻み込みました。

被害状況（1945 年 12 月までの推定）　　※当時の推定人口 24万人
死者  73,884 人
負傷者  74,909 人

原爆資料保存委員会報告（昭和 25年 7月発表）



長 崎 平 和 宣 言
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私たちのまちに原子爆弾が襲いかかったあの日から、ちょうど75年。４分の３世紀がたった
今も、私たちは「核兵器のある世界」に暮らしています。
どうして私たち人間は、核兵器を未だになくすことができないでいるのでしょうか。人の命
を無残に奪い、人間らしく死ぬことも許さず、放射能による苦しみを一生涯背負わせ続ける、
このむごい兵器を捨て去ることができないのでしょうか。

75年前の８月９日、原爆によって妻子を亡くし、その悲しみと平和への思いを音楽を通じて
伝え続けた作曲家・①木野普見雄さんは、手記にこう綴っています。

私の胸深く刻みつけられたあの日の原子雲の赤黒い拡がりの下に繰り展げられた惨劇、
ベロベロに焼けただれた火達磨の形相や、炭素のように黒焦げとなり、丸太のようにゴ
ロゴロと瓦礫の中に転がっていた数知れぬ屍体、髪はじりじりに焼け、うつろな瞳でさ
まよう女、そうした様々な幻影は、毎年めぐりくる八月九日ともなれば生々しく脳裡に
蘇ってくる。

被爆者は、この地獄のような体験を、二度とほかの誰にもさせてはならないと、必死で原子
雲の下で何があったのかを伝えてきました。しかし、核兵器の本当の恐ろしさはまだ十分に世
界に伝わってはいません。②新型コロナウイルス感染症が自分の周囲で広がり始めるまで、私た
ちがその怖さに気づかなかったように、もし核兵器が使われてしまうまで、人類がその脅威に
気づかなかったとしたら、取り返しのつかないことになってしまいます。

今年は、③核不拡散条約（ＮＰＴ）の発効から50年の節目にあたります。
この条約は、「核保有国をこれ以上増やさないこと」「核軍縮に誠実に努力すること」を約束
した、人類にとってとても大切な取り決めです。しかしここ数年、④中距離核戦力（ＩＮＦ）全
廃条約を破棄してしまうなど、核保有国の間に核軍縮のための約束を反故にする動きが強まっ
ています。それだけでなく、新しい高性能の核兵器や、使いやすい小型核兵器の開発と配備も
進められています。その結果、核兵器が使用される脅威が現実のものとなっているのです。
“残り100秒”。地球滅亡までの時間を示す⑤「終末時計」が今年、これまでで最短の時間を指
していることが、こうした危機を象徴しています。
３年前に国連で採択された⑥核兵器禁止条約は「核兵器をなくすべきだ」という人類の意思

を明確にした条約です。核保有国や核の傘の下にいる国々の中には、この条約をつくるのはま
だ早すぎるという声があります。そうではありません。核軍縮があまりにも遅すぎるのです。
被爆から75年、国連創設から75年という節目を迎えた今こそ、核兵器廃絶は、人類が自らに
課した約束⑦“国連総会決議第一号”であることを、私たちは思い出すべきです。
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昨年、長崎を訪問された⑧ローマ教皇は、二つの“鍵”となる言葉を述べられました。一つは「核
兵器から解放された平和な世界を実現するためには、すべての人の参加が必要です」という言葉。
もう一つは「今、拡大しつつある相互不信の流れを壊さなくてはなりません」という言葉です。
世界の皆さんに呼びかけます。
平和のために私たちが参加する方法は無数にあります。
今年、新型コロナウイルスに挑み続ける医療関係者に、多くの人が拍手を送りました。被爆
から75年がたつ今日まで、体と心の痛みに耐えながら、つらい体験を語り、世界の人たちのた
めに警告を発し続けてきた被爆者に、同じように、心からの敬意と感謝を込めて拍手を送りま
しょう。
この拍手を送るという、わずか10秒ほどの行為によっても平和の輪は広がります。今日、大
テントの中に掲げられている⑨高校生たちの書にも、平和への願いが表現されています。折り
鶴を折るという小さな行為で、平和への思いを伝えることもできます。確信を持って、たゆむ
ことなく、「平和の文化」を市民社会に根づかせていきましょう。
若い世代の皆さん。新型コロナウイルス感染症、地球温暖化、核兵器の問題に共通するのは、
地球に住む私たちみんなが“当事者”だということです。あなたが住む未来の地球に核兵器は必
要ですか。核兵器のない世界へと続く道を共に切り開き、そして一緒に歩んでいきましょう。
世界各国の指導者に訴えます。
「相互不信」の流れを壊し、対話による「信頼」の構築をめざしてください。今こそ、「分断」
ではなく「連帯」に向けた行動を選択してください。来年開かれる予定の⑩ＮＰＴ再検討会議で、
核超大国である米ロの核兵器削減など、実効性のある核軍縮の道筋を示すことを求めます。
日本政府と国会議員に訴えます。
核兵器の怖さを体験した国として、一日も早く核兵器禁止条約の署名・批准を実現するとと
もに、⑪北東アジア非核兵器地帯の構築を検討してください。「戦争をしない」という決意を込
めた日本国憲法の平和の理念を永久に堅持してください。
そして、今なお原爆の後障害に苦しむ被爆者のさらなる援護の充実とともに、未だ被爆者と
認められていない被爆体験者に対する救済を求めます。

東日本大震災から９年が経過しました。長崎は放射能の脅威を体験したまちとして、復興に
向け奮闘されている福島の皆さんを応援します。
新型コロナウイルスのために、心ならずも今日この式典に参列できなかった皆様とともに、
原子爆弾で亡くなられた方々に心から追悼の意を捧げ、長崎は、広島、沖縄、そして戦争で多
くの命を失った体験を持つまちや平和を求めるすべての人々と連帯して、核兵器廃絶と恒久平
和の実現に力を尽くし続けることを、ここに宣言します。　

　2020年（令和２年）８月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長 崎 市 長　田　上　富　久

（10秒程度拍手）
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ことばの解説

永井隆博士の詞に曲をつけた「あの子」をはじ
めとする原爆の歌や市内の小学校の校歌など、た
くさんの作品を残した作曲家です。
木野さんは、「原爆の曲をつくり、志のある人に

歌ってもらい、少しでも共感を覚えてもらえば平
和へのささやかな布石ともなり、原爆で犠牲にな
った人々の魂も安らいでもらえることを乞い願う」
と、曲に込めた思いを語っています。
８月９日の平和祈念式典では、山里小学校で歌
われている「あの子」と、同じく木野普見雄さん
の作曲により城山小学校で歌われている「子らの
み魂よ」を交互に披露しています。

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」は、
2019（令和元）年12月以降、中国の武漢市を中心
に広がり、その後世界に広がりました。これまで
に世界160か国以上に感染が拡大し、世界全体で感
染者は1,600万人以上、死者は64万人を上回ってい
ます（WHO、2020年７月27日現在）。治療薬やワ
クチンの開発が急がれていますが、一人ひとりが
感染予防に努める「新しい生活様式」の実践が求
められています。

核不拡散条約（NPT）は、核保有国が増える（核
が拡散する）ことを防ぐ目的でつくられた条約で、
1970（昭和45）年に発効しました。2003（平成15）
年１月に一方的に脱退を表明している北朝鮮も含
めると、現在の国連加盟国の中で、インド、パキ
スタン、イスラエル、南スーダンの４か国を除く
191か国・地域が加入しています。　
主な内容は、以下の３つです。

⑴「核不拡散」
当時、すでに核兵器を保有していたアメリカ・
ロシア（旧ソビエト）・イギリス・フランス・中国
の５か国だけに核兵器の保有を認め（核兵器国）、

それ以外の国（非核兵器国）が保有することを禁
止しています。
⑵「核軍縮」
５つの核兵器国には、保有する核兵器の全廃に

向けて誠実に努力していくことが義務付けられて
います。
⑶「原子力の平和的利用」
非核兵器国には、原子力の平和利用が認められ
ており、原子力技術や核物質を使用する場合は、
必ずそれが平和利用であるかどうかを確認するた
めに、国際原子力機関（IAEA）の査察を受ける
義務があります。

射程500キロから5,500キロの地上配備型ミサイ
ルを禁じるこの条約は、冷戦時代の1987（昭和62）
年にアメリカと旧ソ連との間で結ばれた、歴史上
初めて核兵器の削減・廃棄を実現した条約です。
この条約によって、アメリカと旧ソ連は対象とな
る全ての中距離核ミサイルを破棄し、冷戦終結の
きっかけとなりました。しかし、アメリカとロシ
アの両国は、お互いに相手が条約違反を犯してい
ると主張し、この条約からの離脱を表明したため、
2019（令和元）年８月２日に失効しました。

核戦争などによって地球が滅亡する日を午前零
時に見立てて、それまでの残り時間を示す時計で
す。マンハッタン計画に携わった科学者たちが創
刊したアメリカの科学雑誌『原子力科学者会報』
で毎号表紙に掲げています。初めて表紙に登場し
た1947（昭和22）年は残り７分でした。冷戦でア
メリカと旧ソ連との対立が激化する中で針は進み、
アメリカの水爆実験を受けて旧ソ連が新型核実験
を実施した1953（昭和28）年は残り２分となりま
したが、冷戦終結後の1991（平成３）年には残り
17分まで戻りました。しかし、2020（令和２）年は   
“残り100秒”と過去最短を示しています。

3 核不拡散条約（NPT）

4 中距離核戦力（INF）全廃条約

5 終末時計

1 木野普見雄

2 新型コロナウイルス感染症

たま
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ことばの解説

核兵器は一旦使用されれば、取返しのつかない
甚大な被害を人間や環境に与えます。それは戦争
での使用だけでなく、核兵器が存在する限り、誤っ
て使われたり、テロなどに使われたりする危険性
があります。NPT（３で解説）で約束された核軍
縮が進まない状況に不満を持つ国々の間で、核兵
器を法的に禁止しようとする動きが、2010（平成
22）年頃から高まりました。
そのような核兵器を持たない国々の主導のもと、

三度にわたる核兵器の非人道性を考える国際会議
の開催、核軍縮に関する国連作業部会の開催、国
連での核兵器禁止条約に向けた交渉会議を経て、
2017（平成29）年７月、国連加盟国の６割を超え
る122か国が賛成し、核兵器禁止条約が採択されま
した。
条約の前文には被爆者の苦しみと被害を深く心

に留めるとあります。被爆者の「私たちの経験を、
もう、誰にもさせたくない」という願いを、国際
社会がしっかりと受けとめました。
しかし、採択されただけでは、条約は力を持ち
ません。本当に力を持つためには、それぞれの国
の議会等が国内法にしたがって条約を認め、締結
する意志を最終的に決定しなければなりません。
これを「批准」といいます。その批准国が50か国
となることで、条約は「発効」し、初めて力を持
ちます。2020（令和２）年７月27日現在、署名国
が82か国、批准国が40か国という状況です。
日本を含む核兵器に依存する国々などは、条約
に今も署名しないとしていますが、条約が発効す
れば、それらの国に対する批判や圧力が高まり、
核軍縮を進める力となることが期待されています。

1946（昭和21）年、創設されたばかりの国際連
合は、総会決議第一号として、核兵器など大量破
壊兵器の廃絶を最優先目標に定めました。

ローマ教皇の来崎は、1981（昭和56）年のヨハネ・
パウロ２世以来38年ぶりでした。雨が降りしきる厳
粛な雰囲気の中、爆心地公園において、世界中の人々
の心に響く平和のメッセージを発信されました。
そして、原爆資料館の芳名録に、「この資料館を

訪れるすべての方々にお願いします。平和のため
に祈ってください。決して破壊があってはなりま
せん、決して戦争があってはなりません！」と残
されました。

県立長崎西高書道部の生徒が、縦3.5メートル、
横7.8メートルの大型キャンバスに平和への願いを
込めて作り上げた作品です。
「被爆75周年祈念」「長崎から世界へ　つなごう命 
平和な未来」などと書いた周囲に、「世界平和」を
意味する30か国語の虹色の文字を配した力強い
メッセージです。

7 国連総会決議第一号

8 ローマ教皇

9 高校生たちの書

スピーチを行うローマ教皇

長崎西高書道部の皆さんによる横断幕

ひじゅん

6 核兵器禁止条約
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ことばの解説

核不拡散条約（NPT）では、条約が定める義務
の履行状況を確認し、締約国の取組みを強化する
ため、５年毎に再検討会議と、その間に３回から
４回の準備委員会が開催されます。
2015（平成27）年の再検討会議において、参加

国の多くが核兵器の非人道性（一発で多くの人々
を無差別に殺傷する核兵器を使用することは、人
間として許されないこと）に言及し、核兵器禁止
に向けた法的枠組みについての議論を速やかに開
始すべきであると訴えました。
2020（令和２）年の再検討会議は2020年４月～

５月に開催予定でしたが、新型コロナウイルス感
染拡大の影響で延期となっています。

地域の国々が条約を結び、核兵器の製造、実
験、取得、保有などをしないと約束した地域のこ
とを「非核兵器地帯」といいます。条約によって
核戦争の危機をなくし、国際的な緊張をやわらげ
ることで、核兵器の役割を減らし、核保有国が核
兵器を開発したり、保有したりする動機をなくし
ていくことにもつながります。
地球の南半球は、1967（昭和42）年のラテン・

アメリカ核兵器禁止条約のほか４つの条約（南極
条約、南太平洋非核地帯条約、アフリカ非核兵器
地帯条約、東南アジア非核兵器条約）により、既
に陸地のほとんどが非核化されています。

北半球でも、1998（平成10）年にモンゴルの
「非核地位」が国連で認められ、2009（平成21）
年には中央アジア（ウズべキスタン、タジキスタ
ン、キルギス、トルクメニスタン、カザフスタ
ン）非核兵器地帯条約が発効されています。
「北東アジア非核兵器地帯」とは、日本と韓国

と北朝鮮の３か国を「非核兵器地帯」にしようと
するものです。条約が実効力を持つためには、３
か国に核兵器が存在せず、近隣の核保有国（アメ
リカ、ロシア、中国）が、３か国を核兵器で攻撃
をしないと約束することが必要になります。
2018（平成30）年以降に高まった朝鮮半島の非

核化に向けた国際的な動きを千載一遇の好機とし
て、北東アジア全体の平和のために日本政府が果
たすべき役割は大きいといえます。

北東アジア非核兵器地帯構想

まぬが

世界の非核兵器地帯

アフリカ非核兵器地帯条約
（ペリンダバ条約）
（1996年4月調印）

南太平洋非核地帯条約
（ラロトンガ条約）
（1985年8月調印）

東南アジア非核兵器地帯条約
（バンコク条約）
（1995年12月調印）

モンゴル
非核兵器地帯地位
1998年12月
国連総会会議で認知( )

南極条約
（1959年12月調印）

宇宙条約
（1967年1月調印）

海底非核化条約
（1971年2月調印）

ラテン・アメリカおよび
カリブ地域における
核兵器禁止条約

（トラテロルコ条約）
（1967年2月調印）

中央アジア非核兵器地帯条約
（2006年9月調印）

10 NPT再検討会議

11 北東アジア非核兵器地帯



世界平和祈念ポスター・標語展
　平和を願い、平和の尊さを伝えるポスターや標語を募集し、
入賞作品を長崎原爆資料館等に展示します。

語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）推進事業
　被爆者が高齢化する中、被爆体験を次世代が語り継ぐ「家族・
交流証言講話」を行うための支援を行っています。

市民大行進
　国連軍縮週間（10月24日から1週間）の土曜日、原爆で犠牲
になられた方々を追悼し、平和を訴えるため、平和祈念像前か
ら爆心地までを行進します。

国連軍縮週間行事「市民のつどい」
　国連軍縮週間（10月24日から1週間）の土曜日、市民の平和
意識高揚のため、戦時食の振る舞い、折り鶴コーナーやミニコ
ンサートの開催などのイベントを行っています。
※新型コロナウイルスの影響により令和2年は検討中

平和学習発表会
　中学生の皆さんが日頃取組んでいる平和学習の成果を発表す
るとともに、その取組みを知る機会として、市内の中学校から
生徒の代表や教員が参加しています。

平和の灯事業
　8月8日、平和公園の平和の泉で、小･中学生などが平和への
願いを書いた約5,000個の手作りキャンドルに火を灯し、平和を
願います。

青少年ピースボランティア育成事業
　青少年が、被爆体験の継承と平和意識の高揚を図ることを目
的として、被爆の実相や戦争について学び、さまざまな視点か
ら平和について考え、行動しています。

青少年ピースフォーラム
　8月8・9日に、全国から長崎に集まる青少年と長崎の青少年が一
緒に被爆の実相や平和の尊さについて学習し、交流を深めます。
※新型コロナウイルスの影響により令和2年は中止
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核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現のために、長崎市はさまざまな活動に取り組んでいます。
̶ 長崎市の主な平和活動 ̶



爆心地から600mのところ
にあった長崎医科大学。爆風
のすさまじさで、正門の門柱
が傾いてしまいました。

浦上天主堂の正面入口付
近に安置されています。

原爆で崩壊した浦上天主堂
の鐘楼のひとつが、今も原
爆のすさまじさを物語って
います。

永井隆博士が住んでいた、
2畳1間の家。隣の記念館
には、博士の遺品や写真など
が展示されています。

む ざん

原子爆弾で無惨に崩れた、浦
上天主堂の聖堂の南側遺壁。
その一部を移築したものです。

浦上天主堂遺壁

1,500点以上の被爆資料な
どを展示している常設展示室
や約25,000冊を収蔵する図
書室があります。

長崎原爆資料館

はく

り

まぬが

爆心地から約800mのところ
にあり、原爆の爆風を受けな
がらも、鳥居の片方だけが奇
跡的に倒壊を免れました。柱
の表面に彫られた奉納者の名
前は、熱線の影響で表面が剥
離しています。

山王神社二の鳥居

ざんむ
原爆の生き証人でもある、被爆
した大クス。無惨な傷跡を 
残していますが、今でもしっか
りと根を張っています。

山王神社大クス

旧長崎医科大学門柱 被爆した聖像 如己堂・永井隆記念館浦上天主堂旧鐘楼
しょう にょ こ どうろう

こわ かわら

原爆で壊れた家の瓦やレンガ、
熱でとけたガラスなどが、今
でも埋まっています。

被爆当時の地層

長崎南山学園長崎南山学園

平和町
バス停

神学校前
バス停

大橋バス停

大橋バス停

平和公園

市民プール前
バス停

平和公園バス

平和公園松山町平和公園松山町
防空ごう群防空ごう群

浦上天主堂前
バス停 長崎原爆資料館

医学部前
バス停

如己堂下バス停

浦上天主堂

平和公園バス停

爆心地
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破壊された長崎刑務所浦上
刑務支所の遺壁。

原爆死没者の無縁遺骨など
が安置されています。

原爆で破壊さ
れた城山国民
学校（現城山
小学校）の校
舎の一部。原
爆の悲惨さを
物語る写真な
どが展示され
ています。

浦上刑務支所遺壁

旧城山国民学校校舎長崎市原子爆弾無縁
死没者追悼祈念堂

ひ さん

がけ

小学校の崖に掘られた防空
ごうの中で、負傷した多く
の人々が亡くなりました。

山里小学校防空ごう跡

坂本
国際墓地

合同庁舎前
バス停坂本町バス停

県医師会館

岩川町バス停

浜口町
バス停

大学病院前
バス停

園バス停

原爆資料館前バス停

国立長崎原爆死没者
追悼平和記念館

原爆資料館電停

※爆心地、 及び は、平成28年10月3日、
　国の文化財に指定されました。
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長 崎 市 民 平 和 憲 章

し こ う

きょうい

し さ く

平成元年３月27日　長崎市議会議決

こうきゅう

令和２年 長崎平和宣言 解説書

発 行 年 月　令和２年８月
編集・発行　長 崎 市 平 和 推 進 課　　　　　　

〒852-8117
長崎市平野町７－８
TEL 095－844－9923
FAX 095－846－5170

E-mail heiwa@city.nagasaki.lg.jp
https://nagasakipeace.jp/japanese/peace/appeal.html

　私たちのまち長崎は、古くから海外文化の窓口として発展し、諸外国との交流を通じて豊かな
文化をはぐくんできました。
　第二次世界大戦の末期、昭和20年（1945年）８月９日、長崎は原子爆弾によって大きな被害
を受けました。私たちは、過去の戦争を深く反省し、原爆被爆の悲惨さと、今なお続く被爆者の
苦しみを忘れることなく、長崎を最後の被爆地にしなければなりません。
　世界の恒久平和は、人類共通の願いです。
　私たち長崎市民は、日本国憲法に掲げられた平和希求の精神に基づき、民主主義と平和で安全
な市民生活を守り、世界平和実現のために努力することを誓い、長崎市制施行100周年に当たり、
ここに長崎市民平和憲章を定めます。

１　私たちは、お互いの人権を尊重し、差別のない思いやりにあふれた明るい社会づくりに努め
　ます。

１　私たちは、次代を担う子供たちに、戦争の恐ろしさを原爆被爆の体験とともに語り伝え、平
　和に関する教育の充実に努めます。

１　私たちは、国際文化都市として世界の人々との交流を深めながら、国連並びに世界の各都市
　と連帯して人類の繁栄と福祉の向上に努めます。

１　私たちは、核兵器をつくらず、持たず、持ちこませずの非核三原則を守り、国に対してもこ
　の原則の厳守を求め、世界の平和・軍縮の推進に努めます。

１　私たちは、原爆被爆都市の使命として、核兵器の脅威を世界に訴え、世界の人々と力を合わ
　せて核兵器の廃絶に努めます。

　私たち長崎市民は、この憲章の理念達成のため平和施策を実践することを決意し、これを国の
内外に向けて宣言します。


